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明 細 書

発明の名称 ：

情報処理装置、情報処理方法、情報処理装置用プログラム、および、記録

媒体

技術分野

[0001 ] 本発明は、検索ワー ドによる検索結果を生成する情報処理装置、情報処理

方法、情報処理装置用プログラム、および、記録媒体の技術分野に関する。

背景技術

[0002] 従来、キーヮ一 ド検索により検索された商品名と関連付けられた店舗を地

図に分布表示する技術がある。例えば、特許文献 1 には、キーワー ドとして

業種、企業名、商品名、エリアが設定された店舗を検索する店舗情報検索シ

ステムについて開示されている。

[0003] 特許文献1 ：特開 2 0 0 2 _ 0 8 2 9 5 8 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] しかしながら、特許文献 1 のような従来技術において、キーワー ドとして

商品名が設定されていたとしても、検索 した時点で商品を店舗が扱っている

かどうかは分からなかった。

[0005] 本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、その課題の一例

は、検索対象の商品を検索 した時点で扱っている店舗を地図上に表示する情

報処理等を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[0006] 上記課題を解決するために、請求項 1 に記載の発明は、商品に関連する検

索ヮー ドを取得する検索ヮー ド取得手段と、前記商品を提供する店舗の位置

情報と前記店舗が有する商品の在庫情報とを記憶 した記憶手段を参照 して、

前記検索クエリ取得手段により取得 した検索ワー ドにより検索された商品を

所定の在庫数以上有する店舗の位置情報を検索する位置情報検索手段と、前



記位置情報検索手段により検索された前記店舗の位置情報に応 じて、前記店

舗を示す情報を地図上にマツビングした地図データを生成する地図データ生

成手段と、前記地図データ出力する出力手段と、を備えることを特徴とする

[0007] 請求項 2 に記載の発明は、請求項 1 に記載の情報処理装置において、前記

地図データの地図上において、ユーザの操作により囲うように指定された指

定領域に関する情報を取得する指定領域取得手段を更に備え、前記地図デー

タ生成手段は、前記指定領域取得手段により取得 した指定領域のみに位置す

る店舗を示す情報を地図上にマツビングすることを特徴とする。

[0008] 請求項 3 に記載の発明は、請求項 1 または請求項 2 に記載の情報処理装置

において、前記位置情報検索手段により検索された前記店舗の位置情報に応

じて、前記地図上における店舗の密度を算出する密度算出手段と、前記密度

算出手段により算出された店舗の密度が、所定の以上の領域を前記地図上に

設定する領域設定手段と、を更に備え、前記地図データ生成手段が、前記領

域設定手段により設定された領域のみにおいて、前記店舗に関連する情報を

地図上にマッピングした地図データを生成することを特徴とする。

[0009] 請求項 4 に記載の発明は、請求項 3 に記載の情報処理装置において、前記

地図データ生成手段が、前記領域設定手段により設定された領域を強調 した

地図データを生成することを特徴とする。

[001 0] 請求項 5 に記載の発明は、請求項 3 または請求項 4 に記載の情報処理装置

において、前記領域設定手段により複数の領域が設定された場合に、前記地

図データの地図上において、当該複数の領域のうちュ一ザの操作により特定

された特定領域に関する情報を取得する特定領域取得手段を更に備え、前記

地図データ生成手段が、指定された領域を強調 した地図データを生成するこ

とを特徴とする。

[001 1] 請求項 6 に記載の発明は、請求項 1 から請求項 5 のいずれか 1項に記載の

情報処理装置において、前記位置情報検索手段が、前記検索ワー ド取得手段

により取得 した検索ワー ドにより検索された商品を所定の在庫数以上有する



店舗であって、当該店舗に対するユーザからのユーザ店舗情報に応 じて、前

記位置情報を検索することを特徴とする。

[001 2] 請求項 7 に記載の発明は、請求項 1 から請求項 6 のいずれか 1項に記載の

情報処理装置において、前記地図データの地図上において、ュ一ザの操作に

より指定された位置に関する情報を取得する指定位置取得手段と、前記指定

位置取得手段により取得 した指定された位置に関する情報に対応する前記地

図データの地図上の道を特定する道特定手段と、を更に備え、前記地図デー

タ生成手段が、前記地図上にマッピングされた店舗のうち、前記道特定手段

により特定された道から所定幅以内にある店舗のみを示す情報を地図上にマ

ッピングした地図データを生成することを特徴とする。

[001 3] 請求項 8 に記載の発明は、請求項 1 から請求項 7 のいずれか 1項に記載の

情報処理装置において、 前記地図データの地図上において、ュ一ザの操作

により、なぞられた軌跡の位置に関する情報を取得する軌跡位置取得手段を

更に備え、前記地図データ生成手段が、前記地図上にマッピングされた店舗

のうち、前記軌跡位置取得手段により取得 した軌跡の位置に関する情報に基

づき、前記軌跡から所定幅以内にある店舗のみを示す情報を地図上にマツピ

ングした地図データを生成することを特徴とする。

[0014] 請求項 9 に記載の発明は、情報処理を行う情報処理装置の情報処理方法に

おいて、商品に関連する検索ヮ一 ドを取得する検索ヮ一 ド取得ステップと、

前記商品を提供する店舗の位置情報と前記店舗が有する商品の在庫情報とを

記憶 した記憶手段を参照 して、前記検索クエ リ取得ステップにおいて取得 し

た検索ヮー ドにより検索された商品を所定の在庫数以上有する店舗の位置情

報を検索する位置情報検索ステップと、前記位置情報検索ステップにおいて

検索された前記店舗の位置情報に応 じて、前記店舗を示す情報を地図上にマ

ッビングした地図データを生成する地図データ生成ステップと、前記地図デ

—タ出力する出力ステップと、を含むことを特徴とする。

[001 5] 請求項 1 0 に記載の発明は、コンピュータを、商品に関連する検索ワー ド

を取得する検索ヮー ド取得手段、前記商品を提供する店舗の位置情報と前記



店舗 が有 す る商 品の在庫情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 して、前記検索 ク

ェ リ取得手段 によ り取得 した検索 ヮ一 ドによ り検索 された商 品 を所定の在庫

数以上有 す る店舗 の位置情報 を検索 す る位置情報検索手段、前記位置情報検

索手段 によ り検索 された前記店舗 の位置情報 に応 じて、前記店舗 を示 す情報

を地 図上 にマ ツビング した地 図デー タを生成 す る地 図デー タ生成手段、 およ

び、前記地 図デー タ出力す る出力手段 と して機 能 させ る ことを特徴 とす る。

[001 6] 請 求項 1 1 に記載 の発 明は、 コン ピュー タを、商 品 に関連 す る検索 ワー ド

を取得 す る検索 ヮー ド取得手段、前記商 品 を提供 す る店舗 の位置情報 と前記

店舗 が有 す る商 品の在庫情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 して、前記検索 ク

ェ リ取得手段 によ り取得 した検索 ヮ一 ドによ り検索 された商 品 を所定の在庫

数以上有 す る店舗 の位置情報 を検索 す る位置情報検索手段、前記位置情報検

索手段 によ り検索 された前記店舗 の位置情報 に応 じて、前記店舗 を示 す情報

を地 図上 にマ ツビング した地 図デー タを生成 す る地 図デー タ生成手段、 およ

び、前記地 図デー タ出力す る出力手段 と して機 能 させ る ことを特徴 とす る情

報処理装置用 プログラムが コン ピュー タ読み取 り可能 に記録 され る。

発明の効果

[001 7 ] 本 発 明 によれ ば、商 品 に関連 す る検索 ワー ドを取得 し、商 品 を提供 す る店

舗 の位置情報 と店舗 が有 す る商 品の在庫情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 し

て、取得 した検索 ヮ一 ドによ り検索 された商 品 を所定の在庫数以上有 す る店

舗 の位置情報 を検索 し、検索 された店舗 の位置情報 に応 じて、店舗 を示 す情

報 を地 図上 にマ ツビング した地 図デー タを生成 し、地 図デー タ出力す る こと

によ り、検索対象 の商 品 を検索 した時点で商 品 を扱 っている店舗 の分布 を地

図上 に表示 させ る ことがで きる。

図面の簡単な説明

[001 8 ] [ 図 1] 本発 明の第 1 実施形態 に係 る情報処理 シ ス テ ム の概 要構成例 を示 す模 式

図であ る。

[ 図2] 図 1 の情報処理 サーバ の概 要構成 の一例 を示 す プロック図であ る。

[ 図3] 検 索 ヮ一 ドと商 品 との対応 関係 のデー タの一例 を示 す模 式図であ る。



[ 図4 ] 店舗 と当該店舗が提供する商品 との対応関係のデータの一例 を示す模式

図である。

[ 図 5 ] 店舗 と当該店舗の位置情報 との対応関係のデータの一例 を示す模式図で

ある。

[ 図 6 ] 店舗 における商品の在庫数の対応関係のデータの一例 を示す模式図であ

る。

[ 図7 ] 図 1 の店舗端末装置の概要構成の一例 を示すプロック図である。

[ 図8 ] 図 1 の端末装置の概要構成の一例 を示すプロック図である。

[ 図 9 ] 図 1 の情報処理サーバの第 1 実施形態の動作の一例 を示すシーケ ンス図

である。

[ 図 10 ] 図 9 の処理 によ り生成 された地図データの表示の一例 を示す模式図で

ある。

[ 図 11] 図 1 0 において、ユーザの指定に対する表示の一例 を示す模式図であ

る。

[ 図 12 ] 図 1 0 において、ユーザの指定に対する表示の一例 を示す模式図であ

る。

[ 図 13 ] 図 9 の処理 によ り生成 された地図データの表示の変形例 を示す模式図

である。

[ 図 14] 図 1 3 において、ユーザによ り指定された指定領域の一例 を示す模式

図である。

[ 図 15 ] 指定領域 を指定するための軌跡の一例 を示す模式図である。

[ 図 16 ] 図 1 4 において、ユーザの指定に対する表示の一例 を示す模式図であ

る。

[ 図 17 ] 図 1 の情報処理サーバの動作の変形例 を示すシーケ ンス図である。

[ 図 18 ] 図 1 7 の処理 によ り生成 された地図データの表示の一例 を示す模式図

である。

[ 図 19 ] 本発明の第 2 実施形態 に係 る情報処理 システムにおいて、検索 ヮ一 ド

と商品 サー ビスとの対応関係のデータの一例 を示す模式図である。



[ 図20] 店舗と当該店舗が提供する商品 サービスとの対応関係のデータの一

例を示す模式図である。

[ 図21] 店舗における商品の在庫数またはサービスの空き数との対応関係のデ

—夕の一例を示す模式図である。

[ 図22] 図 1 の情報処理サーバの第 2 実施形態の動作の一例を示すシーケンス

図である。

[ 図23] 図 2 の処理により生成された地図データの表示の一例を示す模式図

である。

[ 図24] 図 2 3 において、ユーザの指定に対する表示の一例を示す模式図であ

る。

[ 図25] 図 2 の処理により生成された地図データの表示の変形例を示す模式

図である。

[ 図26] 図 2 5 において、ユーザにより指定された指定領域の一例を示す模式

図である。

[ 図27] 図 2 6 において、ユーザの指定に対する表示の一例を示す模式図であ

る。

[ 図28] 図 1 の情報処理サーバにより生成された地図データの表示の変形例を

示す模式図である。

[ 図29] 図 2 8 において、ユーザの指定に対する表示の一例を示す模式図であ

る。

[ 図30] 図 2 8 において、ユーザの指定に対する表示の一例を示す模式図であ

る。

発明を実施するための形態

[001 9] 以下、図面を参照 して本発明の実施形態について説明する。なお、以下に

説明する実施の形態は、情報処理システムに対 して本発明を適用 した場合の

実施形態である。

(第 1 実施形態）

[0020] [ 1 . 情報処理システムの構成および機能概要]



[0021 ] まず、本発 明の第 1 実施形態 に係 る情報処理 シ ス テ ム の構成 および概 要機

能 について、 図 1 を用 いて説 明す る。

[0022] 図 1 は、 本実施形態 に係 る情報処理 システム 1 の概 要構成例 を示 す模 式図

であ る。

[0023] 図 1 に示 す よ うに、情報処理 システム 1 は、 シ ョッビングサ イ 卜を運営す

るため に設置 され、商 品およびサ一 ビスに関す る情報 を提供 す る情報処理 サ

—バ 1 0 (情報 処理装置 の一例 ） と、 シ ョッピングサ イ トに商 品およびサ一

ビスを提供 す る店 の店舗端末装置 2 0 と、 シ ョッピングサ イ 卜で買 い物 をす

るュ一ザの端末装置 3 0 と、 を備 える。

[0024] 情 報 処理 サーバ 1 0 、 店舗端末装置 2 0 、 および、端末装置 3 0 は、 ネ ッ

卜ワー ク 3 を介 して、例 えば、通信 プロ トコル に T C P / I P 等 を用 いて相

互 にデー タの送受信 が可能 にな っている。 なお、 ネ ッ トワー ク 3 は、例 えば

、 イ ンタ一ネ ッ ト、専用通信 回線 （例 えば、 C A T V (Commun i t y Antenna T

e Lev i s i on) 回線 ）、移動体通信網 （基地局等 を含 む）、 およびゲー トウェイ

等 によ り構築 されている。

[0025] 店舗端末装置 2 0 は、 シ ョッピングサ イ トへ商 品 を提供 す る出店者 の コン

ピュー 夕であ る。 出店者 は、店舗端末装置 2 0 において、提供 す る商 品 また

はサー ビスを登録 す る。

[0026] 端 末装置 3 0 は、 シ ョッビングサ イ 卜で商 品およびサー ビスを購 入す るュ

—ザの コン ピュー タであ る。端末装置 3 0 は、 ウェブブラウザ機 能 を有 し、

ュ一ザが商 品 を検索 す る際、検索 クエ リを情報処理 サーバ 1 0 に送信 した り

、検索結果や商 品ゃサ一 ビスを提供 す る店舗 の地 図上 における分布 をウェブ

ブラウザの画面 に表示 した りす る。

[0027] [ 2 . 情 報 処理 サーバ および各端末装置 の構成 および機 能 ]

( 2 . 情 報 処理 サーバ 1 0 の構成 および機 能）

次 に、情報処理 サーバ 1 0 の構成 および機 能 について、 図 2 か ら図 6 を用

いて説 明す る。

[0028] 図 2 は、情報処理 サーバ 1 0 の概 要構成 の一例 を示 す プロック図であ る。



図 3 は、検索ヮ一 ドと商品との対応関係のデータの一例を示す模式図である

。図 4 は、店舗 と当該店舗が提供する商品との対応関係のデータの一例を示

す模式図である。図 5 は、店舗 と当該店舗の位置情報 との対応関係のデータ

の一例を示す模式図である。図 6 は、店舗における商品の在庫数 との対応関

係のデータの一例を示す模式図である。

[0029] 図 2 に示すように、情報処理サーバ 1 0 は、通信部 1 1 と、記憶部 1 2 と

、入出力インタ一フェース部 1 3 と、システ ム制御部 1 4 と、 を備えている

。そ して、システム制御部 1 4 と入出力インタ一フェース部 1 3 とは、シス

テムバス 1 5 を介 して接続されている。

[0030] 通信部 1 1 は、ネッ トワーク 3 に接続 して、店舗端末装置 2 0 や端末装置

3 0 との通信状態を制御するようになっている。

[0031 ] 記憶部 1 2 は、例えば、ハー ドデ ィスク ドライブ等により構成されており

、才ペ レ一テ ィングシステムおよびサーバプログラム等の各種 プログラムや

H T M L 等のマークアツプ言語等により記述されたゥェプページのフアイル

等を記憶する。なお、各種 プログラムは、例えば、他のサーバ装置等か らネ

ッ 卜ワーク 3 を介 して取得されるように してもよい し、記録媒体に記録され

て ドライプ装置を介 して読み込まれるように してもよい。

[0032] また、記憶部 1 2 には、商品 サー ビスデータベース 1 2 a (以下 「商品

サー ビス D B a 」 とする。）、店舗データベース 1 2 b (以下 「店舗

D B 1 2 b 」 とする。）、会員データベー ス 1 2 c (以下 「会員 D B c

」 とする。）、地図データベー ス 1 2 d (以下 「地図 D B 1 2 d 」 とする。

) 等が構築されている。

[0033] 商品 サー ビス D B 1 a には、商品等を識別するための識別子である商

品 I D 等に関連付けられ、商品名、種類、商品の画像、スペ ック、および、

商品紹介の要約文等の商品情報や、広告情報等が記憶されている。

[0034] さ らに、商品 サー ビス D B 1 2 a には、 H T M L 、 X M L 等のマ一クァ

ップ言語等により記述された商品ゥェプページのファィル等が記憶されてい

る。 また、商品 サー ビス D B 1 2 a には、検索ワー ドにより商品およびサ



— ビスが検索できるように、商品 サー ビス検索用のデータベースが構築さ

れている。図 3 に示すように、商品 ' サー ビス D B 1 2 a には、検索ワー ド

が、商品 I D に関連付けられ記憶されている。例えば、検索ワー ド" リンゴ

" に対 して、商品 I D " 0 1234567" には、ある産地の リンゴ、商品 I D " 0 12

34568" には" リンゴジュース" のように、検索ヮ一 ドに関連 した商品が記憶

されている。

[0035] さ らにまた、商品 サー ビス D B 1 2 a には、各商品やサー ビスに対 して

眩かれた内容や、シ ョッピングサイ トで人気のある商品に関する情報や、検

索に使われた検索ヮ一 ドのランキングに関する情報を記憶 している。眩かれ

た情報には、眩かれた商品やサー ビスに関連 した短縮された U R L (Un i form

Resource Locator) が付カロされてし、る。

[0036] 店舗 D B 1 b (記憶手段の一例）には、店舗 I D、名称、店舗の位置情

報 （例えば、住所、緯度経度情報）、電話番号、店舗で提供 している商品の

商品情報等の店舗情報が登録されている。 このような店舗情報は、店舗 I D

によって店舗毎に判別可能になっている。 また、店舗 D B 1 b ( には、図

4 に示すように、商品を提供 している店舗の店舗 I りと、店舗が提供 してい

る商品の商品 I D とが関連付けられ記憶されている。図 5 に示すように、店

舗 I D と、店舗の住所、および緯度経度情報のような店舗の位置情報 とは関

連付けられて、店舗 D B 1 2 b に記憶されている。緯度経度情報は、" （緯

度の値、経度の値）" の形式で、店舗 D B 1 2 b に記憶されている。さらに

、図 6 に示すように、店舗 D B 1 2 b には、各店舗端末装置 2 0 か ら送信さ

れる各商品の在庫情報に基づき、店舗 I D毎 に、店舗が扱 う商品の商品 I D

に対 して当該商品の在庫数が記憶されている。

[0037] 会員 D B 1 c には、会員登録されたユーザ （シ ョッビングサイ 卜の利用

者）のュ一ザ I D、名称、住所、電話番号、メールア ドレス、職業、趣味、

購買履歴、ユーザの関心があるテーマゃジャンル等のユーザ情報が登録され

ている。 また、会員 D B 1 2 c には、ユーザが端末装置 3 0 か らシ ョッピン

グサイ 卜にログインする際に必要な、ユーザ I D、 ログイン I D、および、



パ ス ワー ドが登録 されている。 ここで、 ログイ ン I D お よびパ ス ワー ドは、

口グイ ン処理 （ュ一ザの認証処理 ） に使 用 され る 口グイ ン情報 であ る。

[0038] 地 図 D B 1 2 d には、地 図の画像情報 と住所 および緯度経度情報 とが関連

付 け られた地 図デー タが記憶 されている。地 図の画像情報 は、例 えば、地 図

の縮尺 に応 じて、 タイ リングされた地 図の画像情報 であ る。

[0039] 入 出力 イ ンタ一 フェース部 1 3 は、通信部 1 1 お よび記憶部 1 2 とシステ

厶制御部 1 4 との間のィ ンタ一 フェース処理 を行 うよ うにな っている。

[0040] シ ス テ ム制御部 1 4 は、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) 1 4 a 、 R 0

M (Read On Ly Memory) 1 4 b 、 R A M (Random Access Memory) 1 4 c 等

によ り構成 されている。 そ して、 システム制御部 1 4 は、 C P U 1 4 a が、

R O M 4 b や記憶部 1 2 に記憶 された各種 プログラム を読み 出 し実行 す る

ことによ り、検索 された店舗 の位置情報 に応 じて、店舗 を示 す情報 を地 図上

にマ ツビング した地 図デー タを生成 す る地 図デー タ生成手段等 と して機 能 す

る。

[0041 ] ( 2 . 店舗端末装置 2 0 の構成 および機 能）

次 に、店舗端末装置 2 0 の構成 および機 能 について、 図 7 を用 いて説 明す

る。

図 7 は、店舗端末装置 2 0 の概 要構成 の一例 を示 す プロック図であ る。

[0042] 図 7 に示 す よ うに、 コン ピュー タ と して機 能 す る店舗端末装置 2 0 は、例

えば、パ ー ソナル コン ピュー タや スマー トフォンを含 む携帯型無線 電話機 や

P D A 等 の携帯端末 であ り、通信部 2 1 と、記憶部 2 2 と、表示部 2 3 と、

操作部 2 4 と、 入 出力 イ ンタ一 フェース部 2 5 と、 シ ス テ ム制御部 2 6 とを

備 えている。 そ して、 システム制御部 2 6 と入 出力 イ ンタ一 フェース部 2 5

とは、 シ ス テ ム バ ス 2 7 を介 して接続 されている。

[0043] 通信部 2 1 は、 ネ ッ トワー ク 3 を通 して、情報処理 サ ーバ 1 0 等 と通信 を

制御 す る。 なお、店舗端末装置 2 0 が携帯端末装置 の場合、 ネ ッ トワー ク 3

の移動体通信網 に接続 す るため に、通信部 2 1 は、無線通信機 能 を有 す る。

[0044] 記憶部 2 は、例 えば、ハ ー ドデ ィス ク ドライ プ等 か らな り、 才ペ レ一テ



ィングシステム、 ゥェププラゥザのプログラムゃゥェププラゥザ用ッ一ルバ

—のプログラム等を記憶する。

[0045] 表示部 2 3 は、例えば、液晶表示素子または E L ( ELect r o Lum i nescence

) 素子等によって構成 されていて、 タツチパネルのようなタツチスィッチ方

式の表示パネルの機能を有する。

[0046] 操作部 2 4 は、例えば、キーボー ドおよびマウス等によって構成 されてい

る。 さらに、操作部 2 4 は、表示部 2 3 のタツチスィッチ方式により、ュ一

ザが接触 または近接 した表示部 2 3 の位置情報 を取得 した り、マウスの操作

によりポインタが示す位置の情報 を取得 した りする。操作部 2 4 か らュ一ザ

の操作情報が取得 される。

[0047] 入出力インタ一フェース部 2 5 は、通信部 2 1 および記憶部 2 2 とシステ

厶制御部 2 6 とのィンタ一フェースである。

[0048] シ ステ ム制御部 2 6 は、例えば、 C P U 2 6 a と、 R O M 2 6 b と、 R A

M 2 6 c とを有する。 シ ステ ム制御部 2 6 は、 C P U 2 6 a が、 R O M 2 6

b や、 R A M 2 6 c や、記憶部 2 2 に記憶 された各種 プログラムを読み出 し

て実行する。例えば、 シ ステ ム制御部 2 6 は、 ウェブブラウザのプログラム

を実行 しウェブブラウザ と して機能する。

[0049] ( 2 . 3 端末装置 3 0 の構成および機能）

次に、端末装置 3 0 の構成および機能について、図 8 を用いて説明する。

図 8 は、端末装置 3 0 の概要構成の一例 を示すプロック図である。

[0050] 図 8 に示すように、 コンピュータと して機能する端末装置 3 0 は、例えば

、店舗端末装置 2 0 と同様 に、パーソナル コンピュータやスマー トフォンを

含む携帯型無線電話機や P D A 等の携帯端末であ り、通信部 3 と、記憶部

3 2 と、表示部 3 3 と、操作部 3 4 と、入出力インタ一フェース部 3 5 と、

システム制御部 3 6 とを備えている。そ して、システム制御部 3 6 と入出力

ィンタ一フェース部 3 5 とは、システムバス 3 7 を介 して接続 されている。

[0051 ] なお、端末装置 3 0 の構成および機能は、店舗端末装置 2 0 の構成および

機能 とほぼ同 じであるので、詳細は省略する。 また、表示部 3 3 には、商品



を検索するためのウェブページ、検索結果のウェブページ、地図上 における

店舗の分布 を示 したゥェプページがゥェププラゥザによ り表示 される。 そ し

て、 タツチパネルの表示部 3 3 に対するユーザ操作やマウスによるユーザ操

作のように操作部 3 4 の操作 によ り、表示 された地図に対するュ一ザの操作

情報が取得 される。

[0052] また、端末装置 3 0 は、端末装置 3 0 の現在位置 に関する情報 を取得で き

るG P S 機能 （G Loba L Pos i t i on i ng System) を備 えている。

[0053] [ 3 . 情報処理 システムの動作 ]

次 に、本発明の 1 実施形態 に係 る情報処理 システム 1 の動作 について図 9

か ら図 1 2 を用い説明する。

[0054] 図 9 は、情報処理サーバ 1 0 の第 1 実施形態の動作の一例 を示すシ一ケ ン

ス図である。図 1 0 は、生成 された地図データの表示の一例 を示す模式図で

ある。図 1 1 および図 1 2 は、 ユーザの指定に対する表示の一例 を示す模式

図である。

[0055] ( 3 . 情報処理 システムの動作例）

図 9 に示すように、端末装置 3 0 が、検索 ワー ドを送信する （ステ ップ S

1 ) 。検索対象 と して商品を探 しているュ一ザが、端末装置 3 0 の表示部 3

3 に表示 された商品検索のためのウェブページに、例 えば、 " リンゴ" のよ

うに検索 ワー ド （商品に関連する検索 ワー ドの一例）を入力する。 このゥェ

プページの検索ボタンがク リックまたはタップされると、端末装置 3 0 シス

テム制御部 3 6 が、検索 ワー ドを情報処理サーバ 1 0 に送信する。

[0056] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、端末装置 3 0 か ら検索 ワー ドを取得する （

ステ ップ S 2 ) 。 このように、情報処理サーバ 1 0 が、商品に関連する検索

ヮ一 ドを取得する検索 ヮ一 ド取得手段の一例 と して機能する。

[0057] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、検索 ワー ドによる商品の検索 を行 う （ステ

ップ S 3 ) 。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、 図

3 に示すように、検索 ワー ドと商品 との対応関係のデータを記憶 した商品

サー ビス D B 1 a を参照 して、取得 した検索 ヮ一 ドによる商品の検索 を行



し、、検索 ワー ドに対応する商品 I D を求める。

[0058] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、商品を所定の在庫数以上有する店舗の検索

を行 う （ステ ップS 4 ) 。具体的には、情報処理サ ーバ 1 0 のシ ステ ム制御

部 1 4 が、図 4 に示すように、店舗 と当該店舗が提供する商品との対応関係

のデータを記憶 した店舗 D B b を参照 して、求めた各商品 I D に対応す

る店舗の検索を行い、各商品 I D に対応する店舗 I D を求める。そ して、情

報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、図 6 に示すように、店舗 におけ

る商品の在庫数の対応関係のデータを記憶 した店舗 D B b を参照 して、

求めた店舗 I D および商品 I D に対応する各店舗の商品の在庫数 を求める。

求めた在庫数が所定数以上な らば、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1

4 が、商品を所定の在庫数以上有する店舗 と して、店舗の検索結果 とする。

[0059] 次 に、情報処理サ ーバ 1 0 が、店舗の位置情報 を取得する （ステ ップS 5

) 。具体的には、情報処理サ ーバ 1 0 のシ ステ ム制御部 1 4 が、図 5 に示す

ように、店舗 と当該店舗の位置情報 との対応関係のデータを記憶 した店舗 D

B b を参照 して、検索 ヮ一 ドに対応する商品を所定の在庫数以上有する

店舗の店舗 I D に対応する住所 または緯度経度情報等の店舗の位置情報 を取

得する。

[0060] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、店舗密度が所定以上の店舗 を求める （ステ

ップS 6 ) 。具体的には、情報処理サ ーバ 1 0 のシ ステ ム制御部 1 4 が、表

示させる地図全体を所定の面積 を有する単位領域 に区切 る。そ して、情報処

理サ ーバ 1 0 のシ ステ ム制御部 1 4 が、取得 した店舗の位置情報 に基づき、

区切 られた各単位領域 における店舗数 を求め、地図上における店舗の密度 を

算出する。そ して、情報処理サ ーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、店舗の密

度が所定の以上に該当する店舗 を求める。

[0061 ] このように、情報処理サ ーバ 1 0 は、位置情報検索手段 により検索された

店舗の位置情報 に応 じて、地図上における店舗の密度 を算出する密度算出手

段の一例 と して機能する。 また、情報処理サ ーバ 1 0 は、密度算出手段 によ

り算出された店舗の密度が、所定の以上の領域 を地図上に設定する領域設定



手段の一例として機能する。

[0062] なお、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、緯度経度情報より、

各店舗の距離を算出し、距離が所定以内の店舗のクラスタ一を形成させ、ク

ラスタ一数が所定以上の場合、店舗の密度が所定の以上として、当該クラス

ターに含まれる店舗を求めてもよい。また、地図に表示させる条件に適合 し

た領域 （条件適合領域）を求めるため、店舗密度が所定以上の店舗が求めら

れる。

[0063] 次に、情報処理サーバ 1 0 が、地図データを生成する （ステップS 7 ) 。

具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、図 1 0 に示すよ

うに、店舗が密集 し、店舗の密度が所定以上に該当する店舗を表示させる店

舗の表示領域 4 0 a 、 4 0 b (店舗の密度が所定の以上の領域の一例）を有

するH T M L 形式のウェブページ4 0 を生成する。ウェブページ4 0 の表示

領域 4 0 a 、 4 O b 内には、店舗密度が所定以上に該当する店舗が、当該店

舗の位置情報に応 じて地図上の位置にマ一クM 1 (店舗に関連する情報の一

例）によりマッピングされている。

[0064] 情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、地図D B 1 を参照 して、

ウェブページ4 0 に表示する地図情報を取得 し、取得 した地図情報の上に、

店舗の位置情報に応 じて店舗を示すマ一クM 1 をマッピングし、店舗の表示

領域 4 0 a 、 4 0 b の外枠を表示させる。また、ウェブページ4 0 には、店

舗の表示領域 4 0 a 、 4 0 b 外の地図の情報も表示され、入力された検索ヮ

— ドも表示されている。なお、店舗に関連する情報の一例のマークM 1 は、

地図上で店舗を識別できればよいので、点や丸等形状は問わない。

[0065] 次に、情報処理サーバ 1 0 が、地図データを送信する （ステップS 8 ) 。

具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、生成 した地図デ

—夕の一例であるウェブページ4 0 の情報を、検索ヮ一 ドを送信 してきた端

末装置 3 0 に送信する。このように情報処理サーバ 1 0 は地図データ出力す

る出力手段の一例として機能する。

[0066] 次に、端末装置 3 0 が、地図データを表示する （ステップS 9 ) 。具体的



には、端末装置 3 0 のシステム制御部 3 6 が、情報処理サーバ 1 0 から受信

したウェブページ4 0 の情報に基づき、表示部 3 3 に、図 1 0 に示すような

ウェブページ4 0 を表示させる。

[0067] 次に、端末装置 3 0 が、ユーザの入力を受け付ける （ステップS 1 0 ) 。

図 1 0 に示すように、ュ一ザの指 5 により表示部 3 3 の店舗の表示領域 4 0

a がタップされ、端末装置 3 0 のシステム制御部 3 6 が、表示部 3 3 におけ

るタツプされた位置座標の情報を取得する。なお、ュ一ザが操作部 3 4 のマ

ウスにより、ポインタ6 を表示領域 4 0 a に移動させ、クリックした場合、

端末装置 3 0 のシステム制御部 3 6 が、クリックされたところの位置座標の

情報を取得する。また、タップまたはクリックされた位置は、表示領域 4 0

a 内ならば、どこでもよい。

[0068] 次に、端末装置 3 0 が、入力情報を送信する （ステップS 1 1 ) 。端末装

置 3 0 のシステム制御部 3 6 が、表示部 3 3 のタップされたところの位置座

標が店舗の表示領域 4 0 a 内か否かを判定 し、店舗の表示領域 4 0 a 内であ

れば、表示領域 4 0 a が指示されたとした入力情報を情報処理サーバ 1 0 に

送信する。

[0069] 次に、情報処理サーバ 1 0 が、入力情報に応 じた処理をする （ステップS

1 2 ) 。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、表示領

域 4 0 a が指示されたとした入力情報を受信 し、図 1 1 に示すように、表示

領域 4 0 a 内にある店舗を一覧としたリス 卜のウェブページ4 を生成する

。または、図 1 2 に示すように、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4

が、表示領域 4 0 b を表示させず、表示領域 4 0 a 付近を拡大 した地図デ一

夕のウェブページ4 2 (領域設定手段により設定された領域を強調 した地図

データの一例）を生成する。なお、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1

4 が、表示部 3 3 に対するタツプの仕方 （例えば、ワンタツプ、ダブルタッ

プ）により、ゥェプページ4 1 かゥェプページ4 2 かどちらを生成するか切

り分けてもよい。

[0070] このように、情報処理サーバ 1 0 は、領域設定手段により複数の領域 （店



舗の表示領域 4 0 a 、 4 0 b ) が設定された場合に、地図データの地図上に

おいて、当該複数の領域のうちュ一ザの操作により特定された特定領域 （店

舗の表示領域 4 0 a ) に関する情報 を取得する特定領域取得手段の一例 と し

て機能する。 また、情報処理サーバ 1 0 は、指定された領域 を強調 した地図

データ （ウェブページ 4 2 ) を生成する地図データ生成手段の一例 と して機

能する。

[0071 ] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、処理結果を送信する （ステ ップS 3 ) 。

具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、店舗 を一覧 と し

た リス 卜のウェブページ 4 の情報 または拡大 した地図データのウェブべ一

ジ 4 2 の情報 を端末装置 3 0 に送信する。

[0072] 次 に、端末装置 3 0 が、処理結果を表示する （ステ ップS 4 ) 。具体的

には、端末装置 3 0 のシステム制御部 3 6 が、受信 したウェブページ 4 1 ま

たはウェブページ 4 2 の情報 に基づき、表示部 3 3 に、図 1 1 に示すような

ウェブページ 4 または図 1 2 に示すようなウェブページ 4 2 を表示させる

[0073] さ らに、図 1 2 に示すようなウェブページ 4 2 が表示された場合、ステ ツ

プS 1 0 に戻 り、端末装置 3 0 がユーザの入力を受け付け、情報処理サーバ

1 0 が、ステ ップS 1 2 で、表示部 3 3 のタップされたところの位置座標が

店舗の表示領域 4 0 a 内であれば、図 1 1 に示すようなウェブページ 4 1 を

生成 してもよい。

[0074] 本実施形態によれば、商品に関連する検索 ワー ドを取得 し、商品を提供す

る店舗の位置情報 と店舗が有する商品の在庫情報 とを記憶 した店舗 D B

b (記憶手段の一例）を参照 して、取得 した検索 ワー ドにより検索された商

品を所定の在庫数以上有する店舗の位置情報 を検索 し、検索された店舗の位

置情報 に応 じて、マ一クM 1 (店舗 を示す情報の一例）を地図上にマ ツピン

グ したウェブページ 4 0 、 4 2 (地図データ）を生成 し、地図データ出力す

ることにより、検索対象の商品を検索 した時点で商品を扱 つている店舗の分

布を地図上に表示させることができる。



[0075] そのため、ユーザが商品を検索 した時点で扱っている店舗の分布を地図上

に把握でき、買いたい商品があれば、すぐに購入することができる。一方、

在庫数を考慮せずに、現在商品を販売できない店舗まで表示されると、ユー

ザがその店舗にアクセスして、在庫がないと分かると、他の店舗を探すこと

になる。

[0076] また、店舗が絞 られることにより、マークM 1等の描画のオブジェク トの

表示数を節約でき、処理速度が向上 し、使用するメモリを節約することがで

きる。

[0077] 検索された店舗の位置情報に応 じて、地図上における店舗の密度を算出し

、算出された店舗の密度が、所定の以上の領域 （店舗の表示領域 4 0 a 、 4

O b ) を地図上に設定 し、設定された領域のみにおいて、マークM 1 を地図

上にマッピングした地図データを生成する場合、条件適合領域 （店舗の表示

領域 4 0 a 、 4 0 b ) と、それ以外の領域に含まれる店舗が識別可能に表示

されるので、ュ一ザが条件適合領域に含まれる店舗を選択 しやすくなる。

[0078] また、設定された領域を、図 1 0 に示すように店舗密度が所定以上の店舗

の表示領域 4 0 a 、 4 0 b のみを表示 したり、図 1 2 に示すように店舗の表

示領域 4 0 a を拡大 したり等、強調 した地図データを生成する場合、ュ一ザ

に対 して提示させる店舗が表示させる領域に自動的にフォーカスさせ、強調

しているので、ユーザが店舗を選択 しやすく、ユーザが望む情報にアクセス

しゃすくなる。特に、店舗の表示領域 4 0 a が自動的に拡大される場合、ュ

一ザは拡大の操作をする必要がない。

[0079] また、図 1 0 に示すように、複数の領域が設定された場合に、地図データ

の地図上において、当該複数の領域のうちュ一ザの操作により特定された特

定領域に関する情報を取得 し、図 1 2 に示すように、指定された領域を強調

した地図データを生成する場合、ユーザが指定 しなかった店舗の表示領域 4

0 b が消去され、ユーザが指定 した店舗の表示領域 4 0 a が表示されるので

、更に店舗が絞 られ、ユーザが選択 しやすくなる。また、指定された領域以

外を見せないので、マークM 1等の描画のオブジェク トが少なくて済み、コ



ンピュ一夕の負荷を軽減させ処理速度が向上 し、使用するメモリを節約する

ことができる。

[0080] なお、図 1 0 に示すように、複数の店舗の表示領域 4 0 a 、 4 0 b が表示

され、 1 つの店舗の表示領域 4 0 a を特定する際、店舗の表示領域 4 0 a 内

のどこが、タップまたはクリック等により選択されても、図 1 2 に示すよう

に、店舗の表示領域 4 0 a 自体が拡大表示されるので、ュ一ザは、領域に対

する特定が容易にできる。また、拡大表示されるので、ユーザは各店舗のマ

—クM 1 を選択 しやすくなる。

[0081 ] ( 3 . 表示の変形例）

次に、地図データの表示の変形例を表示する動作を図 1 3 から図 1 6 を用

いて説明する。

図 1 3 は、図 9 の処理により生成された地図データの表示の変形例を示す

模式図である。図 1 4 は、図 1 3 において、ユーザにより指定された指定領

域の一例を示す模式図である。図 1 5 は、指定領域を指定するための軌跡の

—例を示す模式図である。図 1 6 は、図 1 4 において、ユーザの指定に対す

る表示の一例を示す模式図である。

[0082] 図 9 において、情報処理サーバ 1 0 が、ステツプS 6 の店舗密度が所定以

上の店舗を求める処理を省いてもよい。この場合、ステップS 7 において、

図 1 3 に示すように、ウェブページ4 3 が生成される。ウェブページ4 3 に

は、ウェブページ4 3 の地図上にあるステップS 4 で検索された店舗の全て

が表示される。ステップS 9 において、表示部 3 3 にウェブページ4 3 が表

示される。

[0083] そ して、ステップS 1 0 において、ユーザの入力の受付として、情報処理

サーバ 1 0 が、地図データの地図上において、フリーハン ドで、ユーザの操

作により囲うように指定された指定領域に関する情報を取得する。

[0084] 図 1 4 に示すように、タツチパネルの表示部 3 3 において、指 5 がタツチ

した位置 （始点）から、囲うようになぞられて、指が離れた位置 （終点）の

軌跡 T の位置座標のデータを端末装置 3 0 が取得する。



[0085] 次に、囲うように指定された指定領域について図 1 5 を用いて説明する。

図 1 5 に示すように、位置情報の軌跡 T は、始点T s から終点T e

に至るまで延びている。また、軌跡 T が始点T s 1 から終点T e 1 までの

間に互いに交差する交点を有することにより、位置情報の軌跡 T 1 により、

閉領域が形成される。情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 は、図 1 5

に示すように、位置情報の軌跡 T 1 により閉領域が形成された場合に、その

閉領域を指定領域として特定する。すなわち、ユーザからのタツチパネルの

表示部 3 3 に対する連続的な指示入力により任意の領域を囲む操作が行われ

ると、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、位置情報の軌跡 T に基

づき、指定領域を特定する。

[0086] なお、連続的な位置情報の軌跡に基づき閉領域又は指定領域が形成された

か否かの判定処理は、例えば周知の文字認識技術等の応用により実現できる

。周知の文字認識技術では、例えば、当業者に知られたオープンソースライ

ブラリ等が用いられる。

[0087] また、図 1 5 に示すように、軌跡 T 2 により閉領域が形成されなかつた場

合であっても、軌跡 T 2 が所定条件を満たす場合に、位置情報の軌跡の始点

と終点との間に位置情報の軌跡が存在するとみな して指定領域を特定 しても

よい。

[0088] 図 1 5 に示すように、位置情報の軌跡 T は、その始点T s から交差す

ることなく終点T e 2 に至っており、軌跡 T 2 により閉領域が形成されてい

ない。このよう場合であっても、例えば、始点T s と終点T e 2 との距離

L が所定距離以下である場合、または、軌跡 T 2 の長さに対する始点T s 2

と終点 T e 2 との距離 L の割合が所定の割合以下である場合といつた所定の

条件に合致する場合に、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 は、軌跡

T の始点T S と終点T E 2 との間に位置情報の軌跡が存在するとみな し

て指定領域を特定できる。

[0089] また、軌跡 T 2 、及び点T e 2 とT s 2 とを結ぶ線により囲まれた領域の

重心点を算出し、点T e 2 と重心点とを結ぶ直線と、点T s 2 と重心点とを



結ぶ直線 とにより形成される角度が所定角度以下の場合に、情報処理サーバ

1 0 のシステム制御部 1 4 は、軌跡 T 2 の始点 T s と終点 T e 2 との間に

位置情報の軌跡が存在するとみな して指定領域を特定 してもよい。

[0090] また、マウスの操作によりポインタが示す位置か ら、囲うように指定され

た指定領域に関する情報を取得 してもよい。

[0091 ] 次 に、 S 1 1 において、端末装置 3 0 が、軌跡 T の位置座標のデータか、

軌跡 T に囲われた領域を指定領域の情報、 または、軌跡 T に囲われた店舗の

店舗 I D 等を、入力情報 として、情報処理サーバ 1 0 に送信する。なお、端

末装置 3 0 は、表示されている地図の縮尺情報や緯度経度情報を送信 しても

よい。

[0092] 次 に、 S 1 2 において、情報処理サーバ 1 0 が、受信 した入力情報等に基

づき、店舗の表示領域 4 0 a 以外の店舗を削除 して、領域設定手段により設

定された領域を強調 した地図データの一例 として、図 1 6 に示すように、地

図が拡大され、表示領域 4 0 a を有するウェブページ 4 5 を生成する。なお

、情報処理サーバ 1 0 が、軌跡 T が表示領域 4 0 a の外縁 となるように表示

領域 4 0 a を設定 してもよい し、軌跡 T に囲われた店舗を含めるように表示

領域 4 0 a を設定 してもよい。

[0093] このように、情報処理サーバ 1 0 は、ユーザの操作により囲うように指定

された指定領域に関する情報を取得する指定領域取得手段の一例 として機能

する。 また、情報処理サーバ 1 0 は、指定領域取得手段により取得 した指定

領域のみに位置する店舗を示す情報を地図上にマツビングする地図データ生

成手段の一例 として機能する。

[0094] 次 に、ステ ップS 3 において、処理結果が送信され、ステ ップS 4 に

おいて、 ウェブページ 4 5 が表示部 3 3 に表示される。

[0095] 図 1 4 に示すように、地図データの地図上において、ユーザの操作により

囲うように指定された指定領域に関する情報を取得 し、図 1 6 に示すように

、地図を拡大 して、取得 した指定領域のみに位置する店舗を示す情報を地図

上にマツビングする場合、地図上で囲んだ範囲内に含まれる店舗 施設だけ



に絞 り込まれるので、指定外の範囲の店舗 施設を排除することができる。

また、ユーザが見たいと指定 した以外の領域である不要部分をユーザに見せ

なくてよい。また、ユーザが見たい 「A 県の一部とその隣の B県の一部のェ

リア」のように柔軟にエリアを選択することができる。また、地図が拡大さ

れるので、各店舗をユーザが選択 しやすくなる。

[0096] 図 1 6 に示すように、情報処理サーバ 1 0 が、指定領域 （店舗の表示領域

4 0 a ) 以外の店舗のマークM 1 を消去 し、店舗の表示領域 4 0 a のみを表

示するように、設定された領域を強調 した地図データを生成する場合、ユー

ザが指定 しなかった店舗の表示領域 4 0 b が消去され、ュ一ザが指定 した店

舗の表示領域 4 0 a が表示されるので、更に店舗が絞 られ、ュ一ザが選択 し

やすくなる。また、指定された領域以外を見せないので、マークM 1等の描

画の才プジェク 卜が少なくて済み、コンピュータの負荷を軽減させ処理速度

が向上 し、使用するメモリを節約することができる。

[0097] なお、図 1 3 に示すように、ユーザの操作により囲うように指定領域を指

定する代わりに、地図上で店舗が群がつている当たりを指 5 でタップして、

指定領域を指定 してもよい。端末装置 3 0 が、ステップS 1 0 において、ュ

—ザの入力の受付として、表示部 3 3 において、指 5 がタップした位置を取

得する。そして、情報処理サーバ 1 0 が、図 1 6 のウェブページ4 5 のよう

に、指 5 がタップした位置を中心として所定半径にある店舗の表示領域 4

a を有するウェブページを生成する。このように、地図上における店舗の分

布が表示されることにより、ユーザがこの当たりに情報が多そうだと把握で

き、情報の選択を容易にすることができる。

[0098] ( 3 . 3 情報処理システムの動作の変形例）

次に、情報処理システムの動作の変形例について、図 1 7 および図 1 8 を

用いて説明する。

図 1 7 は、情報処理サーバ 1 0 の動作の変形例を示すシーケンス図である

。図 1 8 は、図 1 7 の処理により生成された地図データの表示の一例を示す

模式図である。



[0099] 図 1 7 に示すように、情報処理サーバ 1 0 が、ュ一ザ店舗情報 を取得する

(ステ ップS 2 0 ) 。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1

4 が、商品 サー ビス D B 1 2 a を参照 して、店舗 に対するユーザか らのュ

—ザ店舗情報の一例 と して、様 々なユーザにより店舗の商品等に対 して眩か

れた情報や、情報処理サーバ 1 0 が運営するシ ョッピングサイ 卜でユーザに

より多頻度で使用された検索 ワー ドを取得する。 また、情報処理サーバ 1 0

が、ユーザ店舗情報の一例 と して、ユーザの現在地の近 くの店舗 を検索する

ために、ュ一ザの端末装置 3 0 か らG P S で測定された現在地の情報 を取得

してもよい。 また、ユーザ店舗情報の一例 と して、店舗が扱 う商品等に対す

るュ一ザの投票結果でもよい。

[01 00] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、検索 ワー ドを生成する （ステ ップS 2 1 )

。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、店舗の商品に

対 して眩かれた情報 に対 して、構文解析 して、頻度が高いワー ドや、 tf- i df

(term frequency - i nverse document frequency) 等 を用し、て抽出されたヮ

— ドを検索 ワー ドと して生成する。 また、シ ョッピングサイ トでよ く使用さ

れた検索 ヮ一 ドを取得 した場合は、当該検索 ヮ一 ドを生成 された検索 ヮ一 ド

とする。 また、端末装置 3 0 の現在情報か らは、その地域で多頻度 に使用さ

れている検索 ワー ドを商品 サー ビス D B 1 2 a を参照 して、取得 して、当

該検索 ワー ドを生成 された検索 ワー ドと してもよい。 また、店舗の商品に対

して眩かれた情報の中に含 まれる、短縮 された U R L 情報 を検索 ヮ一 ドと し

て取得 してもよい。

[01 0 1 ] 情報処理サーバ 1 0 が、検索 ワー ドによる商品の検索を行 う （ステ ップS

2 2 ) 。 ステ ップS 3 と同様な処理 を行 う。なお、短縮 された U R L 情報の

場合、当該 U R L が示す商品等を求める。

[01 02] そ して、情報処理サーバ 1 0 および端末装置 3 0 は、ステ ップS 2 3 か ら

ステ ツプS 3 3 において、ステ ツプS 4 か らステ ツプS 4 と同様の処理 を

行 う。図 1 8 に示すように、表示部 3 3 にウェブページ 4 6 が表示される。

[01 03] このように、取得 した検索 ヮ一 ドにより検索された商品を所定の在庫数以



上有する店舗であ って、 当該店舗 に対するユーザか らのユーザ店舗情報 に応

じて、位置情報 を検索する場合、ュ一ザの間で、 よ く使用されている検索 ヮ

一 ドに対応する店舗の領域、今流行 している店舗や注 目の店舗の領域 を提示

して、領域や店舗 を選択 させることがで きる。 また、様 々なユーザの入力 し

た検索 ヮ一 ドが、地図上の最近 どの領域で頻繁 に眩やかれていることも分か

るので、地図上の どの領域が今旬であるかが分か らな くても、ユーザは容易

に旬な領域 に含 まれる店舗や施設 を選択することがで きる。 また、ユーザ店

舗情報 に応 じるので、店舗 を絞 る精度が向上する。

[01 04] (第 2 実施形態）

[ 4 . 情報処理 システムの構成 および機能概要 ]

( 4 . の構成 および機能）

次 に、本発明に係 る第 2 実施形態 に係 る情報処理 システムについて、図 1

9 か ら図 2 4 に用いて説明する。なお、本実施形態の情報処理 システムの構

成 は、前記第 1 実施形態 に係 る情報処理 システム と同様であ り、第 1 実施形

態 と同一 または対応する部分 には、同一の符号 を用いて構成等 を説明する。

その他の実施形態および変形例 も同様 とする。

[01 05] なお、本実施形態は、店舗が提供するサー ビスに拡張 した実施形態である

[01 06] ( 4 . 商品 サー ビス D B 1 2 a および店舗 D B 1 2 b の構成）

商品 サー ビス D B 1 a および店舗 D B b の構成 について、第 1 実

施形態 と異なるところのみ図 1 9 か ら図 2 を用いて説明する。

[01 07] 商品 サー ビス D B 1 a には、商品 I D の代わ りに、商品およびサ一 ビ

スを識別するための識別子である商品 サー ビス I D に関連付 け られ、商品

名等が記憶 されている。

[01 08] さ らに、図 1 9 に示すように、商品 . サー ビス D B 1 2 a には、検索 ヮ一

ドが、商品 I D に関連付 け られ記憶 されている。例 えば、検索 ワー ド" リン

ゴ" に対 して、商品 サー ビス I D " 0001 234567" には、ある産地の リンゴ

、商品 サー ビス I D " 0001 234568" には" リンゴジュース" 、商品 サ一



ビス I D " 0051 234568" に は、 リンゴ狩 りが で きるサ ー ビスの よ うに、 検 索

ヮ一 ドに関連 した商 品 サ ー ビスが記憶 され て い る。 検 索 ヮ一 ド" マ ッサ 一

ジ " に対 して、 商 品 サ ー ビス I D " 0070234567" に は、 あ る種 類 の マ ッサ

— ジ を施 すサ ー ビス、 商 品 サ ー ビス I D " 0070234568" に は、 他 の種 類 の

マ ッサ ー ジ を施 すサ ー ビス、 商 品 サ ー ビス I D " 0001 234568" に は、 マ ツ

サ ー ジ器具 の商 品 の よ うに、 検 索 ヮ一 ドに関連 した商 品 サ ー ビスが記憶 さ

れ て い る。

[01 09] さ らに、 店舗 D B 1 2 b に は、 図 2 0 に示 す よ うに、 商 品 また はサ ー ビス

を提 供 して い る店舗 の店舗 I D と、 店舗 が提 供 して い る商 品 サ ー ビスの商

品 サ ー ビス I D とが 関連 付 け られ記憶 され て い る。 また、 図 2 1 に示 す よ

うに、 店舗 D B 1 2 b に は、 サ ー ビス を提 供 す る店舗 の各 店舗 端 末装 置 2 0

か ら送信 され る各 サ 一 ビスの空 き状 況、 待 ち情 報 、 施 設 の使 用可 能状 況 と言

つたサ ー ビスの利 用可 能 の情 報 に基 づ き、 店舗 I D 毎 に、 店舗 が提 供 す るサ

— ビスの商 品 サ ー ビス I D に対 して 当該 サ ー ビスの空 き数 等 が記憶 され て

い る。

[01 10 ] ( 4 . 情 報 処理 サ ーバ の第 2 実 施 形 態 の動 作 ）

次 に、 本 発 明 の 2 実 施 形 態 に係 る情 報 処理 シ ス テ ム 1 の動 作 につ いて 図 2

2 か ら図 2 4 を用 い説 明 す る。 な お、 本 実施 形 態 の情 報 処理 シ ステ ム の動 作

は、 前 記 第 1 実 施 形 態 に係 る情 報 処理 シ ステ ム と動 作 で あ り、 第 1 実 施 形 態

と同一 また は対 応 す る部 分 には、 同一 の符 号 を用 いて動 作 等 を説 明 す る。 そ

の他 の実施 形 態 お よび変形 例 も同様 とす る。

[01 11] 図 2 2 は、 情 報 処理 サ ーバ の第 2 実 施 形 態 の動 作 の一例 を示 す シー ケ ンス

図 で あ る。 図 2 3 は、 図 2 2 の処理 に よ り生成 され た地 図デ ー タの表 示 の一

例 を示 す模 式 図 で あ る。 図 2 4 は、 図 2 3 に お いて、 ユ ーザ の指 定 に対 す る

表 示 の一例 を示 す模 式 図 で あ る。

[01 12 ] 図 2 2 に示 す よ うに、 端 末装 置 3 0 が、 ステ ップ S 1 の よ うに、 検 索 ヮ一

ドを送信 す る （ステ ップ S 4 1 ) 。 商 品 を探 して い るユ ーザ が、 端 末装 置 3

0 の表 示部 3 3 に表 示 され た商 品検 索 の ため の ウ ェ ブペ ー ジ に、 例 え ば、 "



マ ッサージ" のような検索 ワー ド （商品またはサー ビスに関連する検索 ヮ一

ドの一例）を入力する。 このウェブページの検索ボタンがク リックまたはタ

ップされると、端末装置 3 0 システム制御部 3 6 が、検索 ワー ドを情報処理

サーバ 1 0 に送信する。

[01 13] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 2 のように、端末装置 3 0 か ら

検索 ワー ドを取得する （ステ ップ S 4 2 ) 。 このように、情報処理サーバ 1

0 が、商品またはサー ビスに関連する検索 ヮ一 ドを取得する検索 ヮ一 ド取得

手段の一例 と して機能する。

[01 14] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 3 のように、検索 ワー ドによる

商品およびサー ビスの検索 を行 う （ステ ップ S 4 3 ) 。具体的には、情報処

理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、図 1 9 に示すように、検索 ワー ドと

商品またはサー ビスとの対応関係のデータを記憶 した商品 サー ビス D B

2 a を参照 して、取得 した検索 ヮ一 ドによる商品およびサ一 ビスの検索 を行

し、、検索 ヮ一 ドに対応する商品 サー ビス I D を求める。

[01 15] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 4 のように、商品またはサ一 ビ

スを所定の在庫数 または空 き数以上有する店舗の検索 を行 う （ステ ップ S 4

4 ) 。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、図 2 0 に

示すように、店舗 と当該店舗が提供する商品 サー ビスとの対応関係のデ一

タを記憶 した店舗 D B b を参照 して、求めた各商品 サー ビス I D に対

応する店舗の検索 を行い、各商品 サー ビス I D に対応する店舗 I D を求め

る。 そ して、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、図 2 に示すよ

うに、店舗 における商品の在庫数 またはサー ビスの空 き数の対応関係のデ一

タを記憶 した店舗 D B b を参照 して、求めた店舗 I D および商品 サ一

ビス I D に対応する各店舗の商品の在庫数 またはサー ビスの空 き数 （サ一 ビ

スの利用可能の数の一例）を求める。求めた在庫数 または空 き数が所定数以

上な らば、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、商品またはサ一 ビ

スを所定の在庫数 または空 き数以上有する店舗 と して、店舗の検索結果 とす

る。



[01 16] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 5 のように、店舗の位置情報 を

取得する （ステ ップ S 4 5 ) 。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム

制御部 1 4 が、図 5 に示すように、店舗 と当該店舗の位置情報 との対応関係

のデータを記憶 した店舗 D B 1 2 b を参照 して、検索 ワー ドに対応する商品

を所定の在庫数以上有する店舗 または検索 ヮ一 ドに対応するサー ビスを所定

の空 き数以上有する店舗の店舗 I D に対応する住所 または緯度経度情報等の

店舗の位置情報 を取得する。

[01 17] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 6 のように、店舗密度が所定以

上の店舗 を求める （ステ ップ S 4 6 ) 。

[01 18] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 7 のように、地図データを生成

する （ステ ップ S 4 7 ) 。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御

部 1 4 が、図 2 3 に示すように、店舗の密度が所定以上 に該当する店舗 を表

示 させる店舗の表示領域 5 0 a 、 5 0 b (店舗 の密度が所定の以上の領域の

—例）を有する H T M L 形式のウェブページ 5 0 を生成する。 ウェブページ

5 0 の表示領域 5 0 、 5 O b 内には、店舗密度が所定以上 に該当する店舗

が、 当該店舗の位置情報 に応 じて地図上の位置 に、サ一 ビスを提供する店舗

を示すマ一クM 2 (店舗 に関連する情報の一例）および商品を提供する店舗

を示すマークM 3 (店舗 に関連する情報の一例）およびによ りマ ッピングさ

れている。

[01 19] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 8 のように、地図データを送信

する （ステ ップ S 4 8 ) 。

[01 20] 次 に、端末装置 3 0 が、 ステ ップ S 9 のように、地図データを表示する （

ステ ップ S 4 9 ) 。具体的には、端末装置 3 0 のシ ステ ム制御部 3 6 が、情

報処理サーバ 1 0 か ら受信 したウェブページ 5 0 の情報 に基づ き、表示部 3

3 に、図 2 3 に示すようなウェブページ 5 0 を表示 させる。

[01 2 1 ] 次 に、端末装置 3 0 が、 ステ ップ S 1 0 のように、ユーザの入力を受け付

ける （ステ ップ S 5 0 ) 。 図 2 3 に示すように、ユーザの指 5 によ り表示部

3 3 の店舗の表示領域 5 0 a がタップされ、端末装置 3 0 のシ ステ ム制御部



3 6 が、表示部 3 3 におけるタツプされた位置座標 の情報 を取得する。

[01 22] 次 に、端末装置 3 0 が、 ステ ップ S 1 1 のように、入力情報 を送信する （

ステ ップ S 5 1 ) 。端末装置 3 0 のシステム制御部 3 6 が、表示部 3 3 のタ

ップされた ところの位置座標 が店舗の表示領域 5 0 a 内か否かを判定 し、店

舗の表示領域 5 0 a 内であれば、表示領域 5 0 a が指示 された と した入力情

報 を情報処理サーバ 1 0 に送信する。

[01 23] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 1 2 のように、入力情報 に応 じ

た処理 をする （ステ ップ S 5 2 ) 。具体的には、情報処理サーバ 1 0 のシス

テム制御部 1 4 が、表示領域 5 0 a が指示 された と した入力情報 を受信 し、

図 2 4 に示すように、表示領域 5 0 a 内にある店舗 を一覧 と した リス トのゥ

エブページ 5 を生成する。 ウェブページ 5 では、商品を提供する店舗 と

、サー ビスを提供する店舗 とが別 々に表示 されている。なお、第 1 実施形態

の図 1 2 に示すように、情報処理サーバ 1 0 のシステム制御部 1 4 が、表示

領域 5 0 a 付近 を協調するために拡大 した地図データのウェブページを生成

してもよい。

[01 24] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、 ステ ップ S 1 3 のように、処理結果 を送信

する （ステ ップ S 5 3 ) 。

[01 25] 次 に、端末装置 3 0 が、 ステ ップ S 1 4 のように、処理結果 を表示する （

ステ ツプ S 5 4 ) 。

[01 26] さ らに、図 1 2 に示すような拡大 した地図データのウェブページが表示 さ

れた場合、 ステ ップ S 5 0 に戻 り、端末装置 3 0 がユーザの入力を受け付 け

てもよい。

[01 27] このように、情報処理サーバ 1 0 が、商品またはサー ビスを提供する店舗

の位置情報 と、店舗が有する商品の在庫情報 または店舗が扱 うサー ビスの利

用可能の情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 して、検索 クェ リ取得手段 によ り

取得 した検索 ワー ドによ り検索 された、商品またはサ一 ビスを所定の在庫数

以上、 または、所定のサ一 ビスの利用可能の数以上 を有する店舗の位置情報

を検索する位置情報検索手段の一例 と して機能する。



[01 28] 以上、本実施形態 によれば、商品またはサー ビスに関連する検索 ワー ドを

取得 し、商品またはサー ビスを提供する店舗の位置情報 と、店舗が有する商

品の在庫情報 または店舗が扱 うサ一 ビスの利用可能の情報 とを記憶 した店舗

D B b (記憶手段の一例）を参照 して、商品またはサー ビスを所定の在

庫数以上、 または、所定のサ一 ビスの利用可能の数以上 を有する店舗の位置

情報 を検索 し、検索 された店舗の位置情報 に応 じて、マークM 1 (店舗 を示

す情報の一例）を地図上 にマ ッピング したウェブページ 5 0 (地図データ）

を生成 し、地図データ出力することによ り、検索対象の商品を検索 した時点

で商品を扱 っている店舗の分布 を地図上 に表示 させることがで きる。 また、

第 2 実施形態は、第 1 実施形態 と同様な効果 を有する （下記の変形例 も同様

)

[01 29] ( 4 . 3 第 2 実施形態 における表示の変形例）

次 に、地図データの表示の変形例 を表示する動作 を図 2 5 か ら図 2 7 を用

いて説明する。

図 2 5 は、図 2 2 の処理 によ り生成 された地図データの表示の変形例 を示

す模式図である。図 2 6 は、図 2 5 において、ユーザによ り指定された指定

領域の一例 を示す模式図である。図 2 7 は、図 2 6 において、ユーザの指定

に対する表示の一例 を示す模式図である。

[01 30] 情報処理サーバ 1 0 が、第 1 実施形態の動作同様 に、 ステ ップ S 4 6 の店

舗密度が所定以上の店舗 を求める処理 を省いてもよい。 この場合、 ステ ップ

S 4 7 において、図 2 5 に示すように、 ウェブページ 5 2 が生成 される。 ゥ

エブページ 5 には、 ウェブページ 5 2 の地図上 にあるステ ツプ S 4 4 で検

索 された店舗の全てが表示 される。 ステ ップ S 4 9 において、表示部 3 3 に

ゥェプページ 5 が表示 される。

[01 3 1 ] そ して、 ステ ップ 5 0 において、ユーザの入力の受付 と して、情報処理サ

—バ 1 0 が、地図データの地図上 において、 フ リーハ ン ドで、ユーザの操作

によ り囲 うように指定された指定領域 に関する情報 を取得する。図 2 6 に示

すように、 タツチパネルの表示部 3 3 において、指 5 がタツチ した位置 （始



点）か ら、囲 うようになぞ られて、指が離れた位置 （終点）の軌跡 τ の位置

座標 のデータを端末装置 3 0 が取得する。

[01 32] 次 に、 S 5 1 において、端末装置 3 0 が、軌跡 T の位置座標 のデータか、

軌跡 T に囲われた領域 を指定領域の情報、 または、軌跡 T に囲われた店舗の

店舗 I D 等 を、入力情報 と して、情報処理サーバ 1 0 に送信する。

[01 33] 次 に、図 2 7 に示すように、 S 5 2 において、情報処理サーバ 1 0 が、入

力情報等 に基づ き、店舗の表示領域 5 0 a 以外の店舗 を削除 して領域設定手

段 によ り設定された領域 を強調 した地図データの一例 と して、地図が拡大さ

れ、表示領域 5 4 a を有するウェブページ 5 4 を生成する。 このように、情

報処理サーバ 1 0 が、指定領域 （店舗の表示領域 5 4 a ) 以外の店舗のマ ー

クM 2 、 M 3 を消去 し、店舗の表示領域 5 4 a のみを表示するように、設定

された領域 を強調 した地図データを生成する。

[01 34] 次 に、 ステ ツプ S 5 3 において、処理結果が送信 され、 ステ ツプ S 5 4 に

おいて、 ウェブページ 5 4 が表示部 3 3 に表示 される。

[01 35] なお、図 2 5 に示すように、ユーザの操作 によ り囲 うように指定領域 を指

定する代わ りに、地図上で店舗の分布の様子を見なが ら、所定の位置 を指 5

でタップ して、指定領域 を指定 してもよい。端末装置 3 0 が、 ステ ップ S 5

0 において、ユーザの入力の受付 と して、表示部 3 3 において、指 5 がタツ

プ した位置 を取得する。 そ して、情報処理サーバ 1 0 が、図 2 7 の ゥェプぺ

—ジ 5 4 のように、指 5 がタップ した位置 を中心 と して所定半径 にある店舗

の表示領域 5 4 a を有するウェブページを生成する。 このように、地図上 に

おける店舗の分布が表示 されることによ り、ユーザが地図上 における店舗の

位置 を把握で き、情報の選択 を容易にすることがで きる。

[01 36] ( 4 . 4 ユーザの指定の変形例）

次 に、第 1 および第 2 実施形態 におけるユーザの指定の変形例 について図

2 8 か ら図 3 0 を用いて説明する。なお、本変形例 は、第 2 実施形態のサ一

ビスの場合 を用いて説明する。

図 2 8 は、情報処理サーバ 1 によ り生成 された地図データの表示の変形例



を示す模式図である。図 2 9 および図 3 0 は、図 2 8 において、ユーザの指

定に対する表示の一例 を示す模式図である。

[01 37] 例 えば、 ステ ップ S 4 1 ( またはステ ップ S 1 ) において、検索 ワー ド"

食べ る" が送信 され、 ステ ップ S 4 3 か らステ ップ S 4 6 ( ステ ップ S 4 6

は省略 してもよい）において、検索 ワー ド" 食べ る" に対応する店舗が検索

される。 そ して、 ステ ップ S 4 7 ( またはステ ップ S 7 ) において、図 2 8

に示すように、情報処理サーバ 1 0 が、店舗 を示す情報 を地図上 にマ ツピン

グ した地図データの一例のウェブページ 6 0 を生成 した とする。 そ して、端

末装置 3 0 が、表示部 3 3 に、 ゥェプページ 6 0 を表示する。 ゥェプページ

6 0 には、道の一例である道路 R 1 、 R 2 と、検索 ワー ド" 食べ る" に関連

する商品またはサー ビスを提供する店舗 を示すマークM 4 、 M 5 (店舗 に関

連する情報の一例） とが表示 される。なお、道は、道路の他 に、鉄道、車道

、歩道、 山道等、路線でもよい。

[01 38] 次 に、 ステ ップ S 5 0 において、端末装置 3 0 が、図 2 8 に示すように、

ュ一ザの指 5 によ り表示部 3 3 の道路 R 1 がタップ （指定）されて、表示部

3 3 におけるタップされた位置座標 の情報 を取得する。端末装置 3 0 が、道

路 R 1 がタップされた入力情報 を情報処理サーバ 1 0 に送信する。なお、位

置情報の代わ りに、入力情報 と して、道路 R 1 がタップされた とする情報 を

情報処理サーバ 1 0 に送信 してもよい。

[01 39] 次 に、 ステ ップ S 5 2 において、情報処理サーバ 1 0 が、受信 した入力情

報等 に基づ き、取得 した指定された位置 に関する情報 に対応する地図データ

の地図上の道 を特定する。 そ して、情報処理サーバ 1 0 が、特定された道か

ら所定幅以内にある店舗 を設定 し、図 2 9 に示すように、地図上 にマ ツピン

グされた店舗の うち、特定された道路 R 1 か ら所定幅以内 （店舗の表示領域

の一例）にある店舗のみを示す情報 を地図上 にマ ツビング した地図データを

生成する。 ここで、図 2 9 に示すように、指定された道 を強調するために、

道路 R 1 は道塗 りされている。なお、所定幅以内にある店舗の一例 と して、

道路の道幅の数倍以内にある店舗、 または、指定された道 と予め関連付 け ら



れた店舗でもよい。 また、地図の縮尺情報 に基づいて、所定幅が設定されて

もよい。

[0140] このように、情報処理サーバ 1 0 は、地図データの地図上において、ュ一

ザの操作により指定された位置に関する情報 を取得する指定位置取得手段の

—例 と して機能する。 また、情報処理サーバ 1 0 は、指定位置取得手段 によ

り取得 した指定された位置に関する情報 に対応する前記地図デ一タの地図上

の道を特定する道特定手段の一例 と して機能する。 また、情報処理サーバ 1

0 は、前記地図上にマ ッピングされた店舗のうち、前記道特定手段 により特

定された道か ら所定幅以内にある店舗のみを示す情報 を地図上にマ ツピング

した地図データを生成する地図データ生成手段の一例 と して機能する。

[0141 ] 次 に、情報処理サーバ 1 0 が、ステ ップS 5 3 において、処理結果を送信

する。

[0142] 次 に、端末装置 3 0 が、ステ ップS 5 4 において、図 2 9 に示すように、

処理結果を表示する。マークM 4 、 M 5 がユーザに指定された場合、そのマ

—クが示す店舗 に関する情報が、表示部 3 3 に表示される。

[0143] このように、地図データの地図上において、ユーザの操作により指定され

た位置 （道路 R 1 ) に関する情報 を取得 し、取得 した指定された位置に関す

る情報 に対応する地図データの地図上の道 （道路 R 1 ) を特定 し、地図上に

マ ツビングされた店舗のうち、特定された道か ら所定幅以内にある店舗のみ

を示す情報 を地図上にマ ッピング した地図データ （ウェブページ 6 1 ) を生

成する場合、道路 R 2 に関連 した店舗が消去され、道路 R 1 に関連 した店舗

のみが表示されるので、ユーザは、探 している領域 に注 目 しやす くな り、店

舗 を見つけやす くなる。 また、指定された領域以外を見せないので、マーク

M 4 、 M 5 等の描画のオブジェク トが少な くて済み、 コンピュータの負荷 を

軽減 させ処理速度が向上 し、使用するメモ リを節約することができる。

[0144] なお、図 3 0 に示すように、 タツチパネルの表示部 3 3 に表示されている

地図上の道路 R のある一点 T s 3 か ら、道路 R 1 に沿 って、道路 R 1 上を

なぞるように して点 T e 3 まで、軌跡 T 3 をユーザが指定 してもよい。なぞ



つている指 5 がタツチパネルの表示部 3 3 から離れたとき、端末装置 3 0 が

、なぞられた軌跡 （連続的な指示入力による軌跡）T 3 の位置情報を取得す

る。そして、端末装置 3 0 が、軌跡 T 3 の位置情報を入力情報として情報処

理サーバ 1 0 に送信する。

[0145] 次に、ユーザの操作により、なぞられた軌跡の位置に関する情報を取得す

る軌跡位置取得手段として、情報処理サーバ 1 0 が軌跡 T 3 の位置情報を受

信する。そして、情報処理サーバ 1 0 が、受信 した入力情報等に基づき、軌

跡 T 3 から所定幅以内にある店舗を設定 し、図 3 0 に示すように、地図上に

マッピングされた店舗のうち、軌跡 T 3 から所定幅以内 （店舗の表示領域の

—例）にある店舗のみを示す情報を地図上にマッピングした地図データ （ゥ

エブページ 6 2 ) を生成する。ここで、図 3 0 に示すように、指定された軌

跡の道を強調するために、軌跡 T 3 に対応する道路 R は道塗りされている

[0146] なお、軌跡 T 3 は、道に沿ってなぞられなくてもよく、地図上の任意の軌

跡から、表示させる店舗を設定 してもよい。例えば、図 1 3 または図 2 5 に

おいて、情報処理サーバ 1 0 が、地図上をなぞられた軌跡から所定幅以内に

ある店舗を設定 し、この軌跡から所定幅以内にある店舗のみを示す情報を地

図上にマッピングした地図データを生成 してもよい。このように、地図が道

路を示す位置情報を持っていない場合や、地図が大通りを示す位置情報は持

つているが、細い道を示す位置情報は持っていない場合でも、ュ一ザが欲 し

い付近の店舗を容易に指定でき、店舗を検索することができる。

[0147] さらに、本発明は、上記各実施形態に限定されるものではない。上記各実

施形態は、例示であり、本発明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と

実質的に同一な構成を有 し、同様な作用効果を奏するものは、いかなるもの

であっても本発明の技術的範囲に包含される。

符号の説明

[0148] ：情報処理システム

3 ：ネッ卜ヮ一ク



o ：情報処理サーバ （情報処理装置）

1 2 a ：商品 ' サー ビス D B

b : 店舗 D B

d ：地図 D B

3 0 ：き末装置

3 3 ：表示部

4 0 、 4 2 、 4 3 、 4 4 、 4 5 、 4 6 、 5 0 、 5 2 、 5 3 、 5 4 、 6 0

1 、 6 2 : ウェブページ （地図データ）

4 0 a 、 4 2 b 、 5 0 a 、 5 0 b 、 5 4 a ：店舗の表示領域

M 1 、 M 2 、 M 3 、 M 4 、 M 5 : マー ク （店舗 を示す情報）

T ：軌跡 （囲 うように指定された指定領域）



請求の範囲

[ 請求項 1 ] 商品に関連する検索 ヮー ドを取得する検索 ヮー ド取得手段 と、

前記商品を提供する店舗の位置情報 と前記店舗が有する商品の在庫

情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 して、前記検索 クェ リ取得手段 によ

り取得 した検索 ワー ドによ り検索 された商品を所定の在庫数以上有す

る店舗の位置情報 を検索する位置情報検索手段 と、

前記位置情報検索手段 によ り検索 された前記店舗の位置情報 に応 じ

て、前記店舗 を示す情報 を地図上 にマ ツビング した地図データを生成

する地図データ生成手段 と、

前記地図データ出力する出力手段 と、

を備 えることを特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 2 ] 請求項 1 に記載の情報処理装置 において、

前記地図データの地図上 において、ユーザの操作 によ り囲 うように

指定された指定領域 に関する情報 を取得する指定領域取得手段 を更に

備 え、

前記地図データ生成手段 は、前記指定領域取得手段 によ り取得 した

指定領域のみに位置する店舗 を示す情報 を地図上 にマ ツビングするこ

とを特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 3 ] 請求項 1 または請求項 2 に記載の情報処理装置 において、

前記位置情報検索手段 によ り検索 された前記店舗の位置情報 に応 じ

て、前記地図上 における店舗の密度 を算出する密度算出手段 と、

前記密度算出手段 によ り算出された店舗の密度が、所定の以上の領

域 を前記地図上 に設定する領域設定手段 と、

を更に傭 え、

前記地図データ生成手段が、前記領域設定手段 によ り設定された領

域のみにおいて、前記店舗 に関連する情報 を地図上 にマ ツビング した

地図データを生成することを特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 4 ] 請求項 3 に記載の情報処理装置 において、



前記地図データ生成手段が、前記領域設定手段 によ り設定された領

域 を強調 した地図データを生成することを特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 5 ] 請求項 3 または請求項 4 に記載の情報処理装置 において、

前記領域設定手段 によ り複数の領域が設定された場合 に、前記地図

データの地図上 において、 当該複数の領域の うちュ一ザの操作 によ り

特定された特定領域 に関する情報 を取得する特定領域取得手段 を更に

備 え、

前記地図データ生成手段が、指定された領域 を強調 した地図データ

を生成することを特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 6 ] 請求項 1 か ら請求項 5 のいずれか 1 項 に記載の情報処理装置 におい

て、

前記位置情報検索手段が、前記検索 ヮー ド取得手段 によ り取得 した

検索 ヮー ドによ り検索 された商品を所定の在庫数以上有する店舗であ

つて、 当該店舗 に対するュ一ザか らのュ一ザ店舗情報 に応 じて、前記

位置情報 を検索することを特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 7 ] 請求項 1 か ら請求項 6 のいずれか 1 項 に記載の情報処理装置 におい

て、

前記地図データの地図上 において、ユーザの操作 によ り指定された

位置 に関する情報 を取得する指定位置取得手段 と、

前記指定位置取得手段 によ り取得 した指定された位置 に関する情報

に対応する前記地図データの地図上の道 を特定する道特定手段 と、

を更に傭 え、

前記地図データ生成手段が、前記地図上 にマ ツビングされた店舗の

うち、前記道特定手段 によ り特定された道か ら所定幅以内にある店舗

のみを示す情報 を地図上 にマ ツビング した地図データを生成すること

を特徴 とする情報処理装置。

[ 請求項 8 ] 請求項 1 か ら請求項 7 のいずれか 1 項 に記載の情報処理装置 において



前記地図データの地図上 において、ユーザの操作 によ り、なぞ られ

た軌跡の位置 に関する情報 を取得する軌跡位置取得手段 を更に備 え、

前記地図データ生成手段が、前記地図上 にマ ツビングされた店舗の

うち、前記軌跡位置取得手段 によ り取得 した軌跡の位置 に関する情報

に基づ き、前記軌跡か ら所定幅以内にある店舗のみを示す情報 を地図

上 にマ ッピング した地図データを生成することを特徴 とする情報処理

装置。

[ 請求項 9] 情報処理 を行 う情報処理装置の情報処理方法 において、

商品に関連する検索 ヮ一 ドを取得する検索 ヮ一 ド取得 ステツプと、

前記商品を提供する店舗の位置情報 と前記店舗が有する商品の在庫

情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 して、前記検索 クェ リ取得 ステ ツプ

において取得 した検索 ワー ドによ り検索 された商品を所定の在庫数以

上有する店舗の位置情報 を検索する位置情報検索ステ ップと、

前記位置情報検索ステップにおいて検索 された前記店舗の位置情報

に応 じて、前記店舗 を示す情報 を地図上 にマ ツビング した地図データ

を生成する地図データ生成 ステ ップと、

前記地図データ出力する出力ステ ップと、

を含む ことを特徴 とする情報処理方法。

[ 請求項 10] コンピュータを、

商品に関連する検索 ヮー ドを取得する検索 ヮー ド取得手段、

前記商品を提供する店舗の位置情報 と前記店舗が有する商品の在庫

情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 して、前記検索 クェ リ取得手段 によ

り取得 した検索 ワー ドによ り検索 された商品を所定の在庫数以上有す

る店舗の位置情報 を検索する位置情報検索手段、

前記位置情報検索手段 によ り検索 された前記店舗の位置情報 に応 じ

て、前記店舗 を示す情報 を地図上 にマ ツビング した地図データを生成

する地図データ生成手段、 および、

前記地図データ出力する出力手段 と して機能 させることを特徴 とす



る情報処理装置用 プログラム。

[ 請求項 11] コンピュータを、

商品に関連する検索 ヮー ドを取得する検索 ヮー ド取得手段、

前記商品を提供する店舗の位置情報 と前記店舗が有する商品の在庫

情報 とを記憶 した記憶手段 を参照 して、前記検索 クェ リ取得手段 によ

り取得 した検索 ワー ドによ り検索 された商品を所定の在庫数以上有す

る店舗の位置情報 を検索する位置情報検索手段、

前記位置情報検索手段 によ り検索 された前記店舗の位置情報 に応 じ

て、前記店舗 を示す情報 を地図上 にマ ツビング した地図データを生成

する地図データ生成手段、 および、

前記地図データ出力する出力手段 と して機能 させることを特徴 とす

る情報処理装置用 プログラムがコンピュータ読み取 り可能 に記録 され

た記録媒体。
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